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福まち情報 み･て･ね 
第 47 号 

発行日 令和 6 年 2 月 22 日 
発行所 月寒地区福祉のまち 
     推進センター事務局 
     TEL･FAX 857-2370 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                                                                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 令和 5 年度の講演会並びに研修会が、 

一般住民の皆さまを含め、福祉推進員・ 

町内ボランティアの皆さまのほか関係者を含 

め 99 名の参加のもと開催されました。 

今年はここ数年頻発していて、社会問題 

となっている「特殊詐欺」をテーマに、 

豊平警察署のご協力を得て「詐欺に遭わないための心構え」や具体的防止策

をお話しいただきました。 

 

≪防止策≫ 

・ 固定電話にナンバーディスプレイの機能を付ける 

・ 詐欺電話は＋1 や＋44 など番号の前に外国からの電話である表示があ

るので取らない・かけ直さない 

           ・電話機を買い換えるなら詐欺防止の機能 

             （録音機能など）のついたものにする 
 

11 月 7 日（火）13：30～15：00 

月寒公民館体育室 

≪だまされないための 3 つのポイント≫

1 電話でお金の話は詐欺

2 在宅時も留守番電話に設定

3 9110 または 110 番へ

一般公開講演会 
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10月 6日（金）13：30～15：00 

月寒公民館体育室 

コロナが 5類に移行し、インフルエンザと同等の扱いとなって初めての合同 

交流会は、今年度から「いきいきサロンの集い」と題し 7 サロン 39 名と関

係者 26名、計 65名で開催されました。 

今年度は講演と交通安全講話・抽選会を行ないました。 

講演は“豊平の今昔”をテーマに、街歩き研究家「和田 哲」さ

んの軽妙洒脱なお話しに思わず引き込まれ、豊平の・月寒の歴

史を紐といていただき楽しい一時となりました。 

又、豊平区交通安全推進委員会の岩田敦事務局長からは自作の

ビデオを使いながら交通安全の大事さをわかりやすくお話しい

ただきました。 

最後に抽選会を行ない、番号が呼ばれるたびに 

歓声が上がりささやかな品ではありましたが喜ん 

でいただきました。 

来年度も何か楽しい企画を考えたいと思います。 

いきいきサロンの集い 

 ここⅠ年位の“あんぱんさろん”に遊びに来てくれるお子さん達の年齢

は、生後数ヶ月から 1～2歳未満がほとんどです。 

 初めて来た当時、バウンサーに乗っていた子が 

よちよち歩きするようになるのが、あっという間 

に感じます。成長を見せてもらえるのは嬉しい事 

ですね。 

 昨年の 12月は、早めにクリスマスプレゼント 

（手作りの雪だるまカードとメロディーカードを 

セットにして）をお渡ししました。 

 そうしましたら、年末の最後の日に、いつも来 

てくれる 1歳の子のママさんが、お礼のカードを 

手作りして持ってきて下さいました。 

 とても嬉しい出来事でした        

毎週火・木 10：00～11：30・13：00～14：30 

事務所内で開設 

（但し第３木曜日はお休み） 
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福祉のまち推進事業」をご存じですか？ 

 札幌市社会福祉協議会（以下「市社協」では、昭和３７年から町内会や、民生委員児童委員協

議会といった地域の関係組織が一体となり、住民主体の福祉活動を展開する組織として、概ね連

合町内会単位で「地区社会福祉協議会（以下地区社協）」の設置を進め、平成２２年までに市内 

８９ヵ所で組織化されました。この間、札幌市からの評価と協力を得て、これまで地区社協が進

めてきた見守りや除雪ボランティアといった住民主体の福祉活動を地域で総合的に展開してい

くために、平成７年に「福祉のまち推進事業（福まち事業）」が誕生しました。現在８９ヵ所、

全ての地区社協で実施されています。 

 福まち事業は、幅広い市民の福祉活動への参加により、地域ぐるみで 

互いに支え合う環境を整え、誰もが安心して暮らせる地域社会を築くこ 

とを目的に、市民とともに、市社協・各区社協と行政が協力して実施し 

ている事業です。具体的には、地区社協に「地区福祉のまち推進センター」 

を設置して、住民同士の支え合い活動を推進しています。 

 福まち事業は、地区社協の事業実施部門として役割を担っており、市民がボランティアとして

活動しています。主な活動としては日常生活支援活動（見守り・訪問活動等）調査・点検活動、

ふれあい交流活動、学習・研修活動、広報・啓発活動の 5 つがあります。 

 まもなく３０周年を迎える福まち事業ですが、その活動者数は、長らく横ばいの状況が続いて

おり、慢性的な担い手不足となっております。この素晴らしい活動を継続していただくためにも、

より多くの住民の皆さまのご協力と、幅広い組織・団体の地域福祉活動へのご参画をよろしくお

願いいたします。 

 

平成 11 年、 月寒の福まちは豊平区で最後 

から 2 番目に誕生しました。 

月寒地区社会福祉協議会（＝町内会連合会） 

が主体となり、豊平区社会福祉協議会と町連 

からの助成金で運営しております。 

事務局員は町連役員・女性部・民生委員・ 

青少年育成委員・民生委員 OB・学識経験者などで 

組織され、地域での見守りを主体に活動を開始しました。 

翌年には事務所内で子育てサロン「あんぱんさろん」も開設 

しました。その後単位町内会のご理解をいただきな 

がら地域での見守り訪問活動も広がってきました。 

現在は電話や来所による住民からの相談対応を 

行なう「福まち相談室」を開設しています。 

福まち活動は、月寒地区で暮らす住民がボラン 

ティアで取り組んでいます。 

 

 

月寒地区福まちの軌跡をたどってみました 

 

拠点Ⅰヵ所目 

拠点 2 ヵ所目 

拠点 4 ヵ所目(現在) 拠点 3 ヵ所目 

札幌市豊平区社会福祉協議会 

月寒地区担当職員 松下凛太郎 
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協力：札幌大学 地域共創学群  

 

＜月寒地区福祉のまち推進センター＞  ☎・FAX 857－2370 
月寒中央通 7 丁目 4－2 102 号室 

(事務所開設日 毎週 火・木 10:00～15：00 祝祭日、お盆、年末年始休み有り) 

ホームページ  web.sapporo-u.ac.jp/~koyamahp/fuku/ 

 

―編集者のつぶやきー 

 

 

は～るよ来い！ 

は～やく来い!! 

 

事務局員募集し

ています      

地域福祉にご興味のある方、お仲間になりませんか？ 

月 2 回ほどの事務所当番と事業の運営・準備と月 1 回の事務

局会議に出席することが主な仕事内容です。 

手弁当のボランティアですが、新しい仲間との出会いがあります。 

下記の電話番号までお電話お待ちしています。開設日・開設時間

も下記に表示しています。 

 

 

3月～8月の公民館のあんぱんさろん予定：3/5・4/2・5/7・6/4・7/2・8/6 

予定月 事 業 名 予定月 事 業 名 

5～6月 高齢者名簿取り扱い研修 9～10月 いきいきサロンの集い 

5～6月 新任者研修 10～11月 ふれあい交流事業 

6月 ワクワクあんぱんさろん 11月 研修会 

7月 ブロック懇談会   

 

令和 6年度事業予定 

 


